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日本共産党城陽市委員会は上記の見解を発表しました。

岸田政権は、敵基地攻撃のためのミサイル
保管庫を精華町の祝園分屯地に新設し、核攻
撃にも備えた大久保基地などの「シェルター
化」を計画しています。
「抑止力」などとゴマかしていますが、相
手国から最優先の攻撃対象になる弾薬庫や、
日本が戦場になることを想定した対策に、数
兆円もの税金を投入しようとしています。絶
対に許してはなりません。

プロフィール 【現在】市会議員（６期）党市議団長。深谷校区社会福祉協議会運営委員、深谷校区自治会連合会顧問
【略歴】鳥取大学農学部農学科卒業。中学校教員（理科）城陽中学校、南城陽中学校などに勤務。宇治久世教職員組合副委
員長。城陽障害者問題を考える会役員。宮ノ谷自治会会長など歴任

私のお約束

東部丘陵大型開発よりも
市民のくらし第一

○地下水主体の水道の充実

○医療費は１８歳まで無料に

○学校給食費を無償に

○国保料均等割は収入のない高校卒業まで無料に

○水道基本料金の免除期間の拡大

○学校トイレの洋式化の推進、小中学校のすべての
特別教室と体育館にエアコン設置など教育条件の
整備

○公共交通を充実させ、市民の移動手段の確保

○障がい児・者への支援強化と施設への助成の拡充

○住宅リフォーム助成制度の拡充

○通学路・歩道の安全対策

○中小業者への市独自の助成金・補助金制度の創設

○家族農業応援施策と獣害対策の充実

城陽市は、いま、新名神をはじめとした大型開発で、市民生活
が大変です。東部丘陵線に９７億円、莫大な建設費用の大型開発
の一方で、くらしと福祉をバッサリ削る現市政。この市政から市
民のいのちとくらしを守り、市民要望を実現するために、引き続
きがんばりたいと決意をしました。

国の政治は、岸田政権による戦争する国づくりが進んでいます。
自衛隊基地への他国による報復を想定した計画もすすめられてい
ます。大久保基地や祝園弾薬庫、福井の原発群などが攻撃の標的
になるような、大軍拡はストップさせなければなりません。

「教え子を戦場に送るな」と29年、中学校教師をつとめた私は、
子どもの幸せと市民のみなさんの暮らし、何よりも平和を守るた
めにがんばります。みなさんとともに、大軍拡・大増税ストップ、
くらし最優先の市政に変えて、住みよいまちづくりを進めるため、
再び市政に挑戦します。

くらしと平和、子どもの幸せを
守るためにがんばります。
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